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□　はじめに
本施設は、三条市の地区公民館であり、2010年5月にオ プーンした。
「三条には、このような建築がなかった」と、関係者や市民が喜んで下さ
った。
基本構想の指名コンペで、三条市より指名された長建設計事務所（「て
くてく」で協同）より、コンペ協同のお誘いを受けた。私たちが主導して
案を提出（2008年7月）、当選したものである。
この時のコンペ案は、その後、基本設計・実施設計を経て竣工した建築
と、ほとんど違わない。途中ありがちな行政サイドからの計画の見直し
も、私たち設計者サイドからの手直しもなく、きわめてスム ズーに最後ま
で、平面計画も建物の形も変わることがなかった。このような経験は、は
じめてだった。
シンプルな平面計画に反して、構造設計はむずかしかった。この規模で
壁式構造はあまりなく、大屋根もボイドスラブ、しかも三条地域特有の
軟弱地盤であり、低予算内におさめるに困難をきわめた。
□　設計の基本方針
社会教育や文化的ニ ズーに対応していく施設とする事を求められてい
た。また、隣接する敷地に建つ県央医師会の応急診療所との関係も重
要だった。本エリアの環境とアクセス道路との関係に充分配慮し、多く
の案を検討し、最も優れていると思われる案を煮詰め、コンペ案を作成
した。
その設計の基本方針は、以下のとおりである。
「運営のしやすさは、明快なプランニングにもとづく」
□　コンペ案でかかげた８項目の設計主旨
上記の基本方針のもと、以下８項目を設計主旨としてかかげた。
１　南北に分断されない駐車場のプランニング
２　運営しやすい直線的な平屋建て
３　エレベーターと階段を持たないメリット
４　すべての中心であるペレットストーブのホール
５　見通しのいい中央吹抜廊下（ギャラリー空間）
６　光庭と坪庭
７　桜並木と雁木の復活
８　おちついた建物外観
直線的な平屋建て　シンプルな平面計画　大屋根　黒
い外観　雁木　巨大なRC壁式構造　ボイドスラブ　
Linear One-storied Building, Simple Planning, 
Big Roof, Black Appearance, Huge RC Bearing 
Wall Structure, Void Slab System
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中央吹抜廊下を見上げると、複雑な屋根
の構成が造形として出現する。（my）
建築の両サイドは雁木空間（my）
ロゴマークのデザイン
東は、三条市シンボルの五葉松
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01 02 0403
メインエントランスの手前には身体障害者用駐車場（ks） 中央吹抜廊下の上部から見下ろし（ks）
右にオレンジ、左にホワイト
照明の覆いはパンチングメタル（ks）
光庭（my） 雁木の縦格子越しに見る光庭（my）
多目的ホールは書道の展示会などに使われる（ks）
「直線的な平屋建て」による「分かりやすい動線」の計画が、もっとも重要であ
る。その目的は、利用者にとって利用しやすく、運営者にとって運営しやすい施
設づくりをすることにあった。平屋により高さを抑えた建物と、大きな屋根の優
雅な傾き（20度）によって、建物の美観を高めようとした。市民を迎え入れる雰
囲気づくりを重視した。棟上げ部分で片方からの登り面を延長し、その段差を
利用してハイサイドライト（高窓）をとった。建物全体は、コンペ案のとおり真っ
黒にした。板張り外壁による、品のある落ち着いた美しい外観を目指した。
建築は長く住宅街に面しており、街路の風景に配慮した素敵な景観をつくらな
ければならない。かつて、この場に咲き並んでいた「桜並木」、その記憶を人々に
呼び起こしたいと思った。そこで、建物の側に沿って雁木をしつらえ、地域色の
濃い、古き良き時代を思わせる外部空間をつくった。市道側の桜並木沿いにス
トリートファニチャーを置き、市民の憩いの場に育っていけばいい。駐車場側の
雁木によって、車から建物へのアクセサビリティは高まった。また雁木の出が深
いので、悪天候時でも窓を開け放つこともできる。
多目的ホール１も２も、真っ白な抽象空間に仕上げた。ホール１は主にギャラリ
（ー書道や絵画）として、ホール２は主に市民音楽サークルの会場として使用さ
れる。ふたつのホールは光庭をはさんで向き合っているので、テラスサッシを全
開にすれば、 」下廊抜吹央中「。るきで用活利に的体一 の片面をオレンジ色に塗
装した。白い空間にあたたかみを創出することが目的だが、若い人たちの共感も
えるべく、このオレンジの色味を徹底的に検討した。結果、空間は一気に楽しく、
若 し々くなった。外壁の黒との対比でも興味深いコントラストができた。
「中央吹抜廊下」を建物の背骨にし、施設全体への「目線の透過性」を持たせた。
メインエントランスとバックエントランスをつなげ、利便性と視認性を高めた。高
窓（ハイサイドライト）から光を取り入れ「ギャラリー空間」とした。雨天でも非常
に明るく、この廊下もギャラリー空間として一役買っている。また、一部開閉がで
きる高窓と吹抜の気流による自然換気（自然エネルギーの利用）により、エコロ
ジカルな室内環境を実現した。廊下の床下にピット空間を連続させ、設備配管
を収納した。
市道側の屋根にはハイサイドライト（my） メインエントランス（my） 多目的ホールに連続して光庭（my）
直線的な平屋建て、大屋根、および黒い建物外観 桜並木と雁木の復活 ギャラリー空間である中央吹抜廊下室内は、白とオレンジの抽象空間
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光庭：左にペレットストーブのホール
奥に多目的ホール１、家具は市役所の担当（ks）
桜は植樹されたが、建物沿いは
まだ育っていない（ks）
コンペ案のイメージパ スー
奥に光庭
模型写真
模型写真
建物配置計画
プランニング・ダイアグラム
光庭とペレットストーブのホールの断面詳細図
中央吹抜廊下の断面図
多目的ホール１と和室の断面図メインエントランス側の立面図
駐車場側の立面図
平面図
２
１
３
５　見通しのいい中央吹抜廊下（ギャラリー空間）
安心安全な施設、利用しやすい施設、管理しやすい施設には、どこからでも館内全体の気配
を感じられる「目線の透過性」が必要です。私たちは、見通しのいい「中央吹抜廊下」を建物の
背骨にしています。メインエントランスとバックエントランスをつなげ、利便性と視認性を高め
ています。高窓（ハイサイドライト）から光を取り入れ「ギャラリー空間」にしています。高窓と
吹抜の気流による自然換気（自然エネルギーの利用）により、エコロジカルな室内環境を実現
します。地域特有の「西風」を積極的に利用し、中間期には高窓から風を入れ、各部屋に送り
ます。すべての諸室は、この「中央吹抜廊下」の両側に配列されます。
６　光庭と坪庭
ふたつの多目的ホールの間に「光庭」を差し込み、明るく通気性にすぐれ、しかも外部からの
不法侵入がない安全な空間づくりが実現されます。「光庭」に面する３つのホール（多目的１、
２とペレットストーブ）の雰囲気は、格段に向上します。心地よいランドスケ プーは、人々にやす
らぎを与えます。また、音楽上の防音性も確保されます。会議室と和室の間に差し込まれた
「坪庭」も、同じような役割を担っています。
１　南北に分断されない駐車場のプランニング
カギ型の敷地形状において、駐車場は南と北に分断すべきではない、という最も合理的な方
針をたてました。北側の袋状部分は、駐車場のみに利用し、ここで約５０台を確保します。そこ
から連続する形で、南側道路に抜ける駐車場を設け、残りの約４０台を確保します。結果、隣
地に計画されている駐車場と一体的に見せることができます。
南側の道路際では、メインエントランスの車寄せと連続させ、とても効率のよい駐車場となっ
ています。建物の「顔」が駐車場に埋もれてしまい、大型店舗のようになってしまいます。しかし
、本計画では、植樹された心地よい雰囲気のファサード空間（玄関まわり）ができあがります。
２　運営しやすい直線的な平屋建て
多くの案を検討した結果、「直線的な平屋建て」が、最も明快かつ魅力的なプランニングであ
ることがわかりました。「分かりやすい動線」は、そのまま「運営しやすい」に直結します。少な
い人員による運営において、「見通しのよさ」はきわめて重要です。２階があると行き来に労苦
を伴いますが、平屋は運営者のストレスを大幅に軽減します。つまり、「直線的な平屋建て」は
、利用者にとって大変利用しやすいと同時に、運営者にとっても大変運営しやすい施設になり
ます。
３　エレベーターと階段を持たないメリット
エレベーター設置には、多大なるイニシャルコストと、電気代や保守点検のランニングコスト
が伴います。２階建ての場合には、階段の床面積すら「もったいない」ように思えます。これら
が本当に必要なのでしょうか。平屋にすることで、コストを再配分して、魅力的な空間づくりに
あてがうことができます。後述しますが、私たちはコストの再配分により、「光庭」を設け、ペレ
ットストーブのまわりを魅力ある場にします。
４　すべての中心であるペレットストーブのホール
公民館は、地域住民に開かれた施設です。私たちは「ペレットストーブのホール」をその象徴
として考え、すべての中心に置く事にしました。それは「中央吹抜廊下（ギャラリー空間）」と一
体になり、大きな空間になっています。しかも、「光庭」に面する大きなガラス窓（東向き）によ
り、「空」と一体になり、透視図のような魅力ある空間ができあがります。そして「和室」が「ペレ
ットストーブのホール」に面しているので、冬場には「ぬくもり」が、ほんわかと運ばれていきま
す。心の通う、暖かい、居心地の良い、いきいきとした空間が育っていきます。磁石のように人
々を惹き付け、愛される空間になっていきます。
７　桜並木と雁木の復活
西側道路（市道興野新光線）に沿って、建築が長く住宅街に面しているので、街路の風景に配
慮した素敵な景観をつくります。かつてあった「桜並木」を復活させ、人々の記憶を呼び起こし
ます。桜並木沿いにストリートファニチャーを置き、市民の憩いの場とします。
建物サイドに雁木をしつらえ、地域色の濃い、古き良き時代を思わせる素敵な外部空間にし
ていきます。雁木は、雨よけ、雪よけ、雪庇対策として重要です。加えて外壁を長持ちさせます。
さらに悪天候でも、窓を開けっ放しすることができます。駐車場サイドも雁木とし、駐車場から
建物へのアクセスの良さも高めます。
８　風情あるおちついた建物外観
おだやかな住宅地にあって、建物をむやみやたらと高くすることはないので、屋根のゆるやか
な勾配により、建物の美観を高めます。風情あるおちついた外観にするため、板張りを考えて
コンペ案でかかげた８項目の設計主旨
N
県央医師会
応急診療所
三条東公民館
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光庭：左にペレットストーブのホール
奥に多目的ホール１、家具は市役所の担当（ks）
桜は植樹されたが、建物沿いは
まだ育っていない（ks）
コンペ案のイメージパ スー
奥に光庭
模型写真
模型写真
建物配置計画
プランニング・ダイアグラム
光庭とペレットストーブのホールの断面詳細図
中央吹抜廊下の断面図
多目的ホール１と和室の断面図メインエントランス側の立面図
駐車場側の立面図
平面図
２
１
３
５　見通しのいい中央吹抜廊下（ギャラリー空間）
安心安全な施設、利用しやすい施設、管理しやすい施設には、どこからでも館内全体の気配
を感じられる「目線の透過性」が必要です。私たちは、見通しのいい「中央吹抜廊下」を建物の
背骨にしています。メインエントランスとバックエントランスをつなげ、利便性と視認性を高め
ています。高窓（ハイサイドライト）から光を取り入れ「ギャラリー空間」にしています。高窓と
吹抜の気流による自然換気（自然エネルギーの利用）により、エコロジカルな室内環境を実現
します。地域特有の「西風」を積極的に利用し、中間期には高窓から風を入れ、各部屋に送り
ます。すべての諸室は、この「中央吹抜廊下」の両側に配列されます。
６　光庭と坪庭
ふたつの多目的ホールの間に「光庭」を差し込み、明るく通気性にすぐれ、しかも外部からの
不法侵入がない安全な空間づくりが実現されます。「光庭」に面する３つのホール（多目的１、
２とペレットストーブ）の雰囲気は、格段に向上します。心地よいランドスケ プーは、人々にやす
らぎを与えます。また、音楽上の防音性も確保されます。会議室と和室の間に差し込まれた
「坪庭」も、同じような役割を担っています。
１　南北に分断されない駐車場のプランニング
カギ型の敷地形状において、駐車場は南と北に分断すべきではない、という最も合理的な方
針をたてました。北側の袋状部分は、駐車場のみに利用し、ここで約５０台を確保します。そこ
から連続する形で、南側道路に抜ける駐車場を設け、残りの約４０台を確保します。結果、隣
地に計画されている駐車場と一体的に見せることができます。
南側の道路際では、メインエントランスの車寄せと連続させ、とても効率のよい駐車場となっ
ています。建物の「顔」が駐車場に埋もれてしまい、大型店舗のようになってしまいます。しかし
、本計画では、植樹された心地よい雰囲気のファサード空間（玄関まわり）ができあがります。
２　運営しやすい直線的な平屋建て
多くの案を検討した結果、「直線的な平屋建て」が、最も明快かつ魅力的なプランニングであ
ることがわかりました。「分かりやすい動線」は、そのまま「運営しやすい」に直結します。少な
い人員による運営において、「見通しのよさ」はきわめて重要です。２階があると行き来に労苦
を伴いますが、平屋は運営者のストレスを大幅に軽減します。つまり、「直線的な平屋建て」は
、利用者にとって大変利用しやすいと同時に、運営者にとっても大変運営しやすい施設になり
ます。
３　エレベーターと階段を持たないメリット
エレベーター設置には、多大なるイニシャルコストと、電気代や保守点検のランニングコスト
が伴います。２階建ての場合には、階段の床面積すら「もったいない」ように思えます。これら
が本当に必要なのでしょうか。平屋にすることで、コストを再配分して、魅力的な空間づくりに
あてがうことができます。後述しますが、私たちはコストの再配分により、「光庭」を設け、ペレ
ットストーブのまわりを魅力ある場にします。
４　すべての中心であるペレットストーブのホール
公民館は、地域住民に開かれた施設です。私たちは「ペレットストーブのホール」をその象徴
として考え、すべての中心に置く事にしました。それは「中央吹抜廊下（ギャラリー空間）」と一
体になり、大きな空間になっています。しかも、「光庭」に面する大きなガラス窓（東向き）によ
り、「空」と一体になり、透視図のような魅力ある空間ができあがります。そして「和室」が「ペレ
ットストーブのホール」に面しているので、冬場には「ぬくもり」が、ほんわかと運ばれていきま
す。心の通う、暖かい、居心地の良い、いきいきとした空間が育っていきます。磁石のように人
々を惹き付け、愛される空間になっていきます。
７　桜並木と雁木の復活
西側道路（市道興野新光線）に沿って、建築が長く住宅街に面しているので、街路の風景に配
慮した素敵な景観をつくります。かつてあった「桜並木」を復活させ、人々の記憶を呼び起こし
ます。桜並木沿いにストリートファニチャーを置き、市民の憩いの場とします。
建物サイドに雁木をしつらえ、地域色の濃い、古き良き時代を思わせる素敵な外部空間にし
ていきます。雁木は、雨よけ、雪よけ、雪庇対策として重要です。加えて外壁を長持ちさせます。
さらに悪天候でも、窓を開けっ放しすることができます。駐車場サイドも雁木とし、駐車場から
建物へのアクセスの良さも高めます。
８　風情あるおちついた建物外観
おだやかな住宅地にあって、建物をむやみやたらと高くすることはないので、屋根のゆるやか
な勾配により、建物の美観を高めます。風情あるおちついた外観にするため、板張りを考えて
コンペ案でかかげた８項目の設計主旨
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06
杉の化粧材を黒塗装、側面沿いに雁木、大屋根には太陽光発電パネル設置（my）
コンクリート打設前のボイドスラブ（写真：長建設計事務所）
スラブのダブル配筋の間に挟まるボイド管（スパイラル中空円筒管）
これにより、スラブ強度を上げながら、重量を減らしている
ボーリングデータと杭施工写真
深度4mまで、まるで地耐力のない地質である。三条市全体にわたる特徴
であり、約10m深度の支持層まで杭をうたなければ、建築物は沈下する。
構造立体図 変位図
コンピュータ出力および構造計算書
規模は平面が53.0ｍ×19.0ｍの長方形の平屋で公民館として使用するために
１層の建物ではあるが広い空間が必要とされた。RCラーメン構造も検討され
たが柱型が出るために有効な空間が小さくなることとコストを可能な限り下げ
る必要があることから壁式構造を採用した。 
１　壁式構造の実現
一般的には壁式構造は小規模集合住宅に使われる構造形式であり、各方向に
耐力壁が必要となり小さな空間構成になる。しかしながら、本建物はその用途
から壁式構造としては大きな空間となっている。大きな壁式構造の空間を実現
するために構造的な工夫が必要であった。
軒を3.5ｍ以下にすることにより建築基準法上の壁式構造の仕様規定を満足
させるとともに、棟近くの高い壁は座屈を考慮し1/30（ｔ＝250ｍｍ）の壁とし
ている。また、平面的にもスパンも大きいが、切妻屋根であるために実際の屋根
面積は更に大きくなるため円筒管によるボイドスラブを採用している。平面計画
上棟の直下は廊下となり採光のためのトップライトにより構造的には分断され
ている。トップライト側面の三角形の壁厚を確保して地震力に対する連続性及
び屋根面を支持している。
２　地震に対する対応
 
Ｘ（桁行）方向は、平面計画上、耐力壁が十分確保でき、配置も釣り合もよいが、
Ｙ（梁間）方向は壁配置の釣り合いはよくなく、結果として少しねじれるが、壁厚
を調整することにより偏心率をコントロールしている。しかしながら、壁式構造
の仕様規定からははずれるため、総モーメント等特殊な検討を行っている。また
、中央で中庭空間のため吹き抜けがあるので、地震時水平力の伝達を確認する
ためにせん断力の検討に有限要素法を用いて解析している。なお、有限要素法
を用いることにより長期の屋根たわみをより詳細に算出している。
３　軟弱地盤への対応
基礎に関しては、三条は非常に軟弱な地盤で建物の沈下問題が多く発生して
いる。一般的な地盤で想定される建物の支持地盤が存在しないので、地盤改良
と鋼管杭を組合わせた特殊な工法であるATTコラム工法を採用した。杭自体は
コンパクト（φ267.4-φ500,L=9m）なので、施工時には低騒音である。また、地
盤改良と組み合わせるため、軟弱な地盤でも高支持力(長期Ra=953kN/本)を
得られる。
大屋根平屋の巨大なRC壁式構造
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06
杉の化粧材を黒塗装、側面沿いに雁木、大屋根には太陽光発電パネル設置（my）
コンクリート打設前のボイドスラブ（写真：長建設計事務所）
スラブのダブル配筋の間に挟まるボイド管（スパイラル中空円筒管）
これにより、スラブ強度を上げながら、重量を減らしている
ボーリングデータと杭施工写真
深度4mまで、まるで地耐力のない地質である。三条市全体にわたる特徴
であり、約10m深度の支持層まで杭をうたなければ、建築物は沈下する。
構造立体図 変位図
コンピュータ出力および構造計算書
規模は平面が53.0ｍ×19.0ｍの長方形の平屋で公民館として使用するために
１層の建物ではあるが広い空間が必要とされた。RCラーメン構造も検討され
たが柱型が出るために有効な空間が小さくなることとコストを可能な限り下げ
る必要があることから壁式構造を採用した。 
１　壁式構造の実現
一般的には壁式構造は小規模集合住宅に使われる構造形式であり、各方向に
耐力壁が必要となり小さな空間構成になる。しかしながら、本建物はその用途
から壁式構造としては大きな空間となっている。大きな壁式構造の空間を実現
するために構造的な工夫が必要であった。
軒を3.5ｍ以下にすることにより建築基準法上の壁式構造の仕様規定を満足
させるとともに、棟近くの高い壁は座屈を考慮し1/30（ｔ＝250ｍｍ）の壁とし
ている。また、平面的にもスパンも大きいが、切妻屋根であるために実際の屋根
面積は更に大きくなるため円筒管によるボイドスラブを採用している。平面計画
上棟の直下は廊下となり採光のためのトップライトにより構造的には分断され
ている。トップライト側面の三角形の壁厚を確保して地震力に対する連続性及
び屋根面を支持している。
２　地震に対する対応
 
Ｘ（桁行）方向は、平面計画上、耐力壁が十分確保でき、配置も釣り合もよいが、
Ｙ（梁間）方向は壁配置の釣り合いはよくなく、結果として少しねじれるが、壁厚
を調整することにより偏心率をコントロールしている。しかしながら、壁式構造
の仕様規定からははずれるため、総モーメント等特殊な検討を行っている。また
、中央で中庭空間のため吹き抜けがあるので、地震時水平力の伝達を確認する
ためにせん断力の検討に有限要素法を用いて解析している。なお、有限要素法
を用いることにより長期の屋根たわみをより詳細に算出している。
３　軟弱地盤への対応
基礎に関しては、三条は非常に軟弱な地盤で建物の沈下問題が多く発生して
いる。一般的な地盤で想定される建物の支持地盤が存在しないので、地盤改良
と鋼管杭を組合わせた特殊な工法であるATTコラム工法を採用した。杭自体は
コンパクト（φ267.4-φ500,L=9m）なので、施工時には低騒音である。また、地
盤改良と組み合わせるため、軟弱な地盤でも高支持力(長期Ra=953kN/本)を
得られる。
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１　施設概要
　敷地面積　　4,893.91m2
　建築面積　　1,289.01m2
　延床面積　　   971.73m2
　　 　1階　　   971.73m2
　建蔽率　　　26.34%（許容：60%）
　容積率　　　17.94%（許容：200%）
　階数　　　　 地上1階
　工期　　　　2009年6月～2010年3月
　工事費　　　総工費　275,415,000円
　　　　　　　※ただし外構工事、植栽工事、削井工事
　　　　　　　　太陽光発電設備工事、警備及びFFEは、含まず
　　建築工事　　　 194,775,000円
　　電気設備工事　　29,400,000円
　　機械設備工事　　51,240,000円
　所在地　　　新潟県三条市興野1-13-70 
　主要用途　　集会場
　建主　　　　三条市
　地域地区　　第22条区域
　用途地域　　第一種住居地域
　道路幅員　　南11.0m、西10.1m
　駐車台数　　92台
２　各種寸法
　最高高　　　8,625mm
　軒高　　　　3,670mm
　階高　　　　3,470mm
　天井高　　　多目的ホール部　2,600mm～5,880mm　
　　　　　　　その他諸室　2,600mm、2,400mm
　主なスパン　10,000mm、6,000mm 
３　構造・設備
　主体構造　　壁式鉄筋コンクリート構造
　基礎地業　　杭基礎
　空調設備　　ガスヒートポンプエアコン方式
　衛生設備　　給水　水道直結方式
　　　　　　　給湯　局所給湯方式
　　　　　　　排水　屋内合流方式
　電気設備　　受電　屋内キュービクル方式
　　　　　　　設備容量　70kVA
　　　　　　　契約電力　54kVA
　防災設備　　非常照明、自動火災報知設備、非常放送、誘導灯、消火器
　太陽光発電設備　屋根建材型太陽電池モジュール、多結晶シリコン、30kW
　排煙設備　　自然排煙
４　工程
　設計期間　　2008年7月～2009年3月
　施工期間　　2009年6月～2010年3月
５　仕上げ
■　建築外部仕上げ
　屋根　　　ガルバリウム鋼板横葺き（セキノ興産）
　外壁　　　コンクリート化粧打ち放し　フッ素樹脂塗装（キクスイ）
　　　　　　東西面　杉縦格子、木材保護着色（日本エンバイロケミカルズ）
　　　　　　光庭　　杉羽目板、木材保護着色（日本エンバイロケミカルズ）
　開口部　　アルミサッシ（YKK AP　三条サッシ）
　風除室廻り　自動扉（新潟ナブコ）
　光庭床　　ボードデッキ　木材プラスチック再生複合材（YKK AP）
　坪庭床　　コンクリート豆砂利洗い出し
■　建築内部仕上げ　
　多目的ホール部
　床　　　　長尺塩ビシート、一部連続気泡フォームバック付き（タジマ）
　壁　　　　PB t=12.5mmGL工法寒冷紗パテ処理EP塗り、
　　　　　　一部音響効果のためグラスウールの上有孔PB EP塗り
　天井　　　上部　岩綿吸音板t=9mm、一部有孔PB
 
■　その他　ボイドスラブ（フジモリ産業）
１　基本構想 （コンペ案）
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　アトリエ山下研究室
　　　　　　　山下秀之　桑野洋紀
　　　　　　長岡造形大学（山下研究室学部生）　 　
　　　　　　　諏佐圭太郎　柿崎洸哉
２　基本設計
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　アトリエ山下研究室
　　　　　　　山下秀之　山下真理子　桑野洋紀
３　実施設計 （含：サイン・ロゴマーク）
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所　　
　　　　　　　木村博幸
　　　　　　アトリエ山下研究室　　
　　　　　　　山下秀之　朝野剛　山下真理子　桑野洋紀
　　　　　　江尻建築構造設計事務所　　
　　　　　　　江尻憲泰
　　　　　　細貝備研　 　
　　　　　　　細貝清秀
　　　　　　本間設備設計　　
　　　　　　　本間政行
　　　　　　長岡造形大学（山下研究室大学院生＆学部生）　　
　　　　　　　武井奈津美　諏佐圭太郎　柿崎洸哉　渡辺宣一
　　　　　　　ケ・エム・イフテカル　タンヴィル
４　積算　　
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所（建築・外構・植栽・削井）
　　　　　　　木村博幸
　　　　　　細貝備研（空調・衛生）　 　
　　　　　　　細貝清秀
　　　　　　本間設備設計（電気）
　　　　　　　本間政行
５　施工監理
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所　
　　　　　　　木村博幸　佐藤晃　星野一
　　　　　　アトリエ山下研究室　
　　　　　　　山下秀之　山下真理子　武井奈津美
　　　　　　江尻建築構造設計事務所　　
　　　　　　　江尻憲泰
　　　　　　細貝備研
　　　　　　　細貝清秀
　　　　　　本間設備設計
　　　　　　　本間政行
６　太陽光パネル計画、実施設計、施工監理
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所
　　　　　　　佐藤晃
　　　　　　アトリエ山下研究室　
　　　　　　　山下真理子
　　　　　　本間設備設計
　　　　　　　本間政行
７　施工
　　　建築　桑原・樟・岡田特定共同企業体
　　　　　　　中野利昭、坂井壮、長谷川浩
　　　空調・衛生　ケンオウ
　　　　　　　関本一俊
　　　電気　山田電気
　　　　　　廣川哲弥
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１　施設概要
　敷地面積　　4,893.91m2
　建築面積　　1,289.01m2
　延床面積　　   971.73m2
　　 　1階　　   971.73m2
　建蔽率　　　26.34%（許容：60%）
　容積率　　　17.94%（許容：200%）
　階数　　　　 地上1階
　工期　　　　2009年6月～2010年3月
　工事費　　　総工費　275,415,000円
　　　　　　　※ただし外構工事、植栽工事、削井工事
　　　　　　　　太陽光発電設備工事、警備及びFFEは、含まず
　　建築工事　　　 194,775,000円
　　電気設備工事　　29,400,000円
　　機械設備工事　　51,240,000円
　所在地　　　新潟県三条市興野1-13-70 
　主要用途　　集会場
　建主　　　　三条市
　地域地区　　第22条区域
　用途地域　　第一種住居地域
　道路幅員　　南11.0m、西10.1m
　駐車台数　　92台
２　各種寸法
　最高高　　　8,625mm
　軒高　　　　3,670mm
　階高　　　　3,470mm
　天井高　　　多目的ホール部　2,600mm～5,880mm　
　　　　　　　その他諸室　2,600mm、2,400mm
　主なスパン　10,000mm、6,000mm 
３　構造・設備
　主体構造　　壁式鉄筋コンクリート構造
　基礎地業　　杭基礎
　空調設備　　ガスヒートポンプエアコン方式
　衛生設備　　給水　水道直結方式
　　　　　　　給湯　局所給湯方式
　　　　　　　排水　屋内合流方式
　電気設備　　受電　屋内キュービクル方式
　　　　　　　設備容量　70kVA
　　　　　　　契約電力　54kVA
　防災設備　　非常照明、自動火災報知設備、非常放送、誘導灯、消火器
　太陽光発電設備　屋根建材型太陽電池モジュール、多結晶シリコン、30kW
　排煙設備　　自然排煙
４　工程
　設計期間　　2008年7月～2009年3月
　施工期間　　2009年6月～2010年3月
５　仕上げ
■　建築外部仕上げ
　屋根　　　ガルバリウム鋼板横葺き（セキノ興産）
　外壁　　　コンクリート化粧打ち放し　フッ素樹脂塗装（キクスイ）
　　　　　　東西面　杉縦格子、木材保護着色（日本エンバイロケミカルズ）
　　　　　　光庭　　杉羽目板、木材保護着色（日本エンバイロケミカルズ）
　開口部　　アルミサッシ（YKK AP　三条サッシ）
　風除室廻り　自動扉（新潟ナブコ）
　光庭床　　ボードデッキ　木材プラスチック再生複合材（YKK AP）
　坪庭床　　コンクリート豆砂利洗い出し
■　建築内部仕上げ　
　多目的ホール部
　床　　　　長尺塩ビシート、一部連続気泡フォームバック付き（タジマ）
　壁　　　　PB t=12.5mmGL工法寒冷紗パテ処理EP塗り、
　　　　　　一部音響効果のためグラスウールの上有孔PB EP塗り
　天井　　　上部　岩綿吸音板t=9mm、一部有孔PB
 
■　その他　ボイドスラブ（フジモリ産業）
１　基本構想 （コンペ案）
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　アトリエ山下研究室
　　　　　　　山下秀之　桑野洋紀
　　　　　　長岡造形大学（山下研究室学部生）　 　
　　　　　　　諏佐圭太郎　柿崎洸哉
２　基本設計
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　アトリエ山下研究室
　　　　　　　山下秀之　山下真理子　桑野洋紀
３　実施設計 （含：サイン・ロゴマーク）
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所　　
　　　　　　　木村博幸
　　　　　　アトリエ山下研究室　　
　　　　　　　山下秀之　朝野剛　山下真理子　桑野洋紀
　　　　　　江尻建築構造設計事務所　　
　　　　　　　江尻憲泰
　　　　　　細貝備研　 　
　　　　　　　細貝清秀
　　　　　　本間設備設計　　
　　　　　　　本間政行
　　　　　　長岡造形大学（山下研究室大学院生＆学部生）　　
　　　　　　　武井奈津美　諏佐圭太郎　柿崎洸哉　渡辺宣一
　　　　　　　ケ・エム・イフテカル　タンヴィル
４　積算　　
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所（建築・外構・植栽・削井）
　　　　　　　木村博幸
　　　　　　細貝備研（空調・衛生）　 　
　　　　　　　細貝清秀
　　　　　　本間設備設計（電気）
　　　　　　　本間政行
５　施工監理
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所　
　　　　　　　木村博幸　佐藤晃　星野一
　　　　　　アトリエ山下研究室　
　　　　　　　山下秀之　山下真理子　武井奈津美
　　　　　　江尻建築構造設計事務所　　
　　　　　　　江尻憲泰
　　　　　　細貝備研
　　　　　　　細貝清秀
　　　　　　本間設備設計
　　　　　　　本間政行
６　太陽光パネル計画、実施設計、施工監理
　　　統括　長建設計事務所
　　　担当　長建設計事務所
　　　　　　　佐藤晃
　　　　　　アトリエ山下研究室　
　　　　　　　山下真理子
　　　　　　本間設備設計
　　　　　　　本間政行
７　施工
　　　建築　桑原・樟・岡田特定共同企業体
　　　　　　　中野利昭、坂井壮、長谷川浩
　　　空調・衛生　ケンオウ
　　　　　　　関本一俊
　　　電気　山田電気
　　　　　　廣川哲弥
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A　プロジェクトアウトライン
B　各部門の設計・施工関係者リスト
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